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一
般
会
計

　

令
和
３
年
度
は
、
歳
入
の
根
幹

と
な
る
市
税
収
入
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に

よ
り
法
人
市
民
税
が
減
と
な
っ
た

も
の
の
納
税
義
務
者
数
の
増
等
に

よ
り
個
人
市
民
税
が
増
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
増
と
な
り
、
ま
た
、

平
成
２６
年
度
以
来
の
普
通
交
付
税

交
付
団
体
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

地
方
交
付
税
が
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
庫
支
出
金
等
が
減
と
な

り
、
財
政
調
整
基
金
の
大
幅
な
取

り
崩
し
等
に
頼
っ
た
運
営
と
な

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
、
当
初
予
算
４５３
億

５
千
万
円
に
１７
回
の
補
正
予
算
９９

億
千
１０２
万
９
千
円
、
繰
越
事
業
費

繰
越
財
源
充
当
額
３
千
４７３
万
４
千

円
を
加
え
、
総
額
５５２
億
９
千
５７６
万

３
千
円
で
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
５３６
億
８５４

万
円
で
前
年
度
対
比
１１
・
１
％
の

減
、
歳
出
総
額
が
５１７
億
４
千
４８７
万

８
千
円
で
前
年
度
対
比
１１
・
４
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
形
式
収
支

は
１８
億
６
千
３６６
万
２
千
円
で
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
等
６
件

に
よ
る
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
８８９

万
４
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
１８
億
５
千
４７６
万
８
千
円
、
実

質
収
支
比
率
は
７
・
８
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
比
率
は
１２
・
５
％
で
、
前

年
度
か
ら
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。（
図
Ａ
）

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
の

９４
・
８
％
か
ら
９２
・
２
％
に
な
り

ま
し
た
。
算
定
式
の
分
母
と
な
る

経
常
一
般
財
源
は
、
地
方
交
付
税

が
増
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体

で
約
１２
億
４
千
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
分
子
と
な
る
経
常
経
費

に
充
当
す
る
一
般
財
源
等
は
、
補

助
費
等
、
物
件
費
が
増
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
全
体
で
約
５
億
３
千

６００
万
円
の
増
と
な
り
、
２
・
６
ポ

イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。（
図

Ｂ
）

　

未
来
へ
の
時
代
の
変
化
が
大
き

　
市
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
財
政
に
関
す
る
事
項
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期
的

（
年
２
回
）
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
令
和
３
年
度
の
決
算
概
要
お
よ
び
令
和
４

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
３０
日
）
の
状
況
で
す
。（
６
〜
８
面
に

も
掲
載
）

　
「
令
和
３
年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
」

（
１
部
２
千
２００
円
）
は
会
計
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
）
で
、「
令
和

３
年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
・
基
金
の
運
用
状
況
に
関

す
る
調
書
」（
１
部
千
円
）
は
、
財
政
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定
は
市
議
会
に
お
い
て
現
在
審
査
中
で

す
が
、
決
算
書
等
は
、
図
書
館
本
館
お
よ
び
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
第
二
庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

i
財
政
課
財
政
係
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
０
２
）

く
動
き
始
め
た
令
和
３
年
度
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
観
点
か
ら
も

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続

可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る

社
会
の
実
現
と
し
て
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
業
の
実
施
、
子
ど
も
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
事
業
へ
の
取
り

組
み
、
小
金
井
市
気
候
非
常
事
態

宣
言
の
発
出
、
循
環
型
都
市
「
ご

み
ゼ
ロ
タ
ウ
ン
小
金
井
」
の
推

進
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
ま
ち

へ
の
誇
り
や
愛
着
の
醸
成
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長

期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
、
市
民
生
活
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
必
要
な
支
援
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
延
長

線
上
に
な
い
世
界
へ
と
変
化
が
生

じ
て
お
り
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」

時
代
の
社
会
経
済
に
的
確
に
対
応

し
、
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
基

盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
第
５

次
基
本
構
想
の
将
来
像
「
い
か
そ

う
み
ど
り　

増
や
そ
う
笑
顔　

つ

な
ご
う
人
の
輪　

小
金
井
市
」
の

実
現
に
向
け
、
３
つ
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
姿
勢
を
念
頭
に
、
６
つ

の
政
策
、
２９
の
施
策
、
個
別
の
行

政
計
画
を
推
進
し
、
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
分
か
り

や
す
く
、
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
会
計
お
よ
び

公
営
企
業
会
計

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
３
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
１
つ

の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

（
表
１
、
表
２
）

【一般財源】市税、地方交付税など、使い道が制限され
ない収入
【経常一般財源等】一般財源のうち、毎年経常的に収入
される財源、主に地方税や地方譲与税
【形式収支】歳入決算総額から歳出決算総額を単純に差
し引いた額
【経常収支比率】市税など経常的に入ってくる収入が、
義務的で固定的に支出される経費（人件費、扶助費、公
債費など）にどれだけ使われているか示したもの
【実質収支】形式収支から、翌年度へ繰り越すべき財源
を差し引いた額
【類似団体】都市の態様を決定する要素のうち、人口、
産業構造の類似した普通地方公共団体。多摩地区では、
速報値によると、青梅市、昭島市、国分寺市、東久留米
市、多摩市が本市の類似団体となります
【投資的経費】普通建設事業費（道路の新設、学校の建
設などの経費）、失業対策事業費、災害復旧事業費をい
います
【普通会計】地方財政統計上便宜的に用いられる会計区
分で、一般会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会
計に係るもの以外の会計。他市との財政状況の比較は、
この会計の数値で行っています
【一般会計】特別会計を含まないすべての歳入、歳出を
経理する会計
【地方財政状況調査】地方自治法等の規定に基づき、総
務省が毎年定期的に行う全国統一基準の普通会計決算の
数値を用いた統計調査。地方財政を分析・検討する基礎
となります

【用語説明】

（％）
多摩26市
平均 
87.8％

  （90.2%）

多摩類似団体
平均
89.6％

  （91.9%）
70.0
75.0
80.0
85.0
90.0
95.0
100.0
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110.0
115.0

多摩市東久留米市国分寺市昭島市青梅市小金井市

［図Ｂ］経常収支比率（多摩類似団体との比較）

※■ の（　）内は減収補てん債（特例分）および臨時財政対策債を経常一般財源等に加えない場合

（92.2）92.2 93.1
（98.4）

（87.2）
84.1

（94.3）94.3 （94.8）
89.0

（85.5）85.5

歳入決算総額
536億854万円
（△11.1％）

市民１人当たりの額
430,186円

国庫支出金
136億6,819万1千円
25.5%（△38.0%）
109,681円

市　税
219億8,612万1千円
41.0%（0.7%）
176,430円

都支出金
80億1,707万3千円
15.0%（1.0%）
64,334円

地方交付税
5億9,424万6千円
1.1%（1,794.4%）

4,768円
繰入金

8億5,010万円
1.6%（31.1%）
6,822円

使用料及び手数料
9億2,203万8千円
1.7%（5.5%）
7,399円

その他
15億5,448万円
2.9%（56.0%）
12,474円

地方特例交付金
2億249万2千円
0.4%（63.0%）
1,625円

市　債
8億7,880万円
1.6%（7.1%）
7,052円

分担金及び負担金
3億7,407万2千円
0.7%（34.4%）
3,002円

繰越金
18億5,316万8千円
3.5%（△17.2%）
14,871円

地方消費税交付金
27億775万8千円
5.0%（10.4%）
21,728円

歳入歳出決算額
％は、歳入歳出決算総額に対する比率
（　）内は、前年度に対する増減率

民生費
267億9,378万6千円
51.8％（△25.7％）
215,009円
△25.7

衛生費
63億7,983万9千円
12.3％（51.9％）
51,196円

総務費
64億4,149万1千円
12.4％（14.7％）
51,690円

土木費
30億3,632万2千円
5.9％（△5.2％）
24.365円

教育費
42億2,086万1千円
8.2％（△8.5％）
33,871円

公債費
22億8,197万7千円
4.4％（△1.0％）
18,312円

消防費
16億1,260万7千円
3.1％（6.5％）
12,940円 その他

9億7.799万5千円
1.9％（5.8％）
7,848円

物件費
89億4,645万円
17.3％（11.2％）
71,792円

繰出金
34億7,707万8千円
6.7％（0.5％）
27,902円

人件費
64億3,195万2千円
12.5％（1.0％）
51,614円

補助費等
64億1,699万5千円
12.4％（△64.9％）
51,494円

扶助費
168億7,193万3千円
32.6％（21.6％）
135,390円

公債費
22億8,197万7千円
4.4％（△1.0％）
18,312円

投資的経費
34億2,559万円
6.6％（△9.0％）
27,489円

その他
38億6,753万円5千円
7.5％（66.8％）
31,035円

歳　入

歳　出

[図A］ 一般会計決算状況

目的別

歳出決算総額
517億4,487万8千円
（△11.4％）

市民１人当たりの額
415,231円

※国で定めた基準（普通会計）で算出しているため、一般会計決算額とは異なります。
性質別（普通会計）：地方財政状況調査による

歳出決算総額
517億1,951万円
（△11.4％）

市民１人当たりの額
415,028円

［表２］公営企業会計決算状況（単位：千円）

下水道事業

予算額 決算額

収 入 ２,０９１,４７１ ２,０９６,８００

支 出 ２,４２８,３６７ ２,３２５,５３９

［表１］特別会計決算状況

区分 当初予算額 補正予算額 最終予算額 歳入決算額 歳出決算額 形式収支

国民健康
保 険

１０,１０５,２１８ ７０１,５５９ １０,８０６,７７７ １０,７１２,２５７ １０,５２８,８６５ １８３,３９２

介護保険 ８,５９８,８２５ １８２,９０４ ８,７８１,７２９ ８,７１６,７４１ ８,６１５,９７６ １００,７６５

後期高齢者
医 療

２,７２４,００５ △　９２,７７９ ２,６３１,２２６ ２,６４１,２３５ ２,５９０,３３６ ５０,８９９

合 計 ２１,４２８,０４８ ７９１,６８４ ２２,２１９,７３２ ２２,０７０,２３３ ２１,７３５,１７７ ３３５,０５６

（単位：千円）

令和３年度決算の概要令和３年度決算の概要
「誰一人取り残さない」持続可能で「誰一人取り残さない」持続可能で
多様性と包摂性のある社会の実現多様性と包摂性のある社会の実現

計画的な行財政運営計画的な行財政運営

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。4・12・15


